
環境省の取組について

環境省自然環境局国立公園課国立公園利用推進室
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お問合せ先︓

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

国⽴公園等利⽤等推進事業費
(7)国⽴公園等における⼦どもの⾃然体験活動推進事業

事業イメージ

請負事業

・⼦どもたちが⾃然とふれあう機会の創出は、⽣命及び⾃然を尊重する
精神並びに環境の保全に寄与する態度を養い、⼈と⼈とのつながりの⼤
切さを認識するとともに、⽣きる⼒を育むことにつながる。
・国⽴公園等における⼦ども⾃然体験活動の推進体制及び受⼊体制の強
化を図るために、地域住⺠や⾃然学校等⺠間事業者と協⼒し、以下の取
組を推進。
〇地域の⾃然体験フィールドの調査・整理
〇持続的な⾃然体験活動推進のための計画作成、⼈材育成、受⼊環境
の強化

〇地域の⼦どもたちを対象にした⾃然体験プログラムの提供・充実

① 国⽴公園等における⼦どもの⾃然体験活動の推進体制や⾃然体験プログラムの充実、受⼊体制の強化
② ⼦ども⾃然体験活動の受⼊に伴う交流⼈⼝の増加、地域活性化
③ ⼦どもの⽣きる⼒、豊かな⼈間性の形成

国⽴公園等において⼦どもの⾃然体験活動を推進し、⼦どもの⽣きる⼒・豊かな⼈間性の形成につなげます。
【令和６年度予算額 5百万円（5百万円）】

⺠間事業者・団体

平成27年度〜

環境省⾃然環境局国⽴公園課国⽴公園利⽤推進室 電話︓03-5521-8271

■請負先

持続的な⾃然体験活動推進の
ための計画作成、⼈材育成、
受⼊環境の強化

地域ならではの⾃然や⾵習
を⽣かした⾃然体験フィー
ルドとしての「遊び場」を
調査・整理

地域の⼦どもたちを対象に、
⾃然アクティビティや農林漁
業体験などの⾃然体験プログ
ラムを実施。（⼦ども農⼭漁
村プロジェクト）
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お問合せ先︓

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 

国⽴公園等利⽤等推進事業費
（８）⾃然公園等利⽤ふれあい推進事業経費（地⽅予算）

事業イメージ

請負事業

・全国の地⽅環境事務所における⼭や⾥、川、海などをフィールドとし
た、⾃然ふれあいプログラムの実施
・⾃然環境調査、外来⽣物駆除などのレンジャーの仕事体験の機会提供
・パークボランティアの連絡会議等の開催

① ⼈と⾃然との豊かなふれあいが保たれること。
② 国⽴公園や⻑距離⾃然歩道等での⾃然とのふれあいの場の提供
③ ⼦どもたちが国⽴公園等学校外で五感で感じる体験活動の推進

国⺠への国⽴公園等における⾃然環境の保全、適正な利⽤等への浸透を図ります。
【令和６年度予算額 9百万円（9百万円）】

。

⺠間事業者

平成19年度〜

環境省⾃然環境局国⽴公園課国⽴公園利⽤推進室 電話︓03-5521-8271

■請負先

③パークボラ
ンティア制度

の充実

①⾃然とのふ
れあい機会の

増進

②⼦どもたち
の国⽴公園に

おける
⾃然体験

全国の地⽅環
境事務所にお
ける⾃然ふれ
あいプログラ
ムの実施

⼦どもパーク
レンジャー事
業の実施

連絡会議や研
修の実施等

◆⾃然公園等における⾃然環境の保全、適正利⽤。
◆国⺠各層への⾃然保護思想の啓発。
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お問合せ先︓

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

■実施期間

■事業形態

4. 事業イメージ

請負事業

地域⺠間事業者等の参画による維持体制の強化を⾏うほか、新型コロナウィルスの影響により
⾃然の中での体験が再認識される中で、CO2を排出せずに⼼⾝の健康にも通じるロングトレイル
の利⽤を新たな価値として発信。特にみちのく潮⾵トレイルについては、復興⽀援の観点からも
継続した事業を実施。
①ロングトレイル体制強化推進事業

みちのく潮⾵トレイル等について、地域の参画によるサービスの向上と交流⼈⼝の拡⼤、
⺠間企業等との連携強化を図るため、より安定した「道の維持、運営のシステム」を構築

②⾃然環境モニタリング
トレイルには重要な⾃然環境も存在することから、周辺のモニタリングを実施。結果や

⼿法については全国への発信も検討し、地域住⺠や⺠間事業者等の「路線の維持、運営の
システム」への参画を促す。

③ロングトレイル活⽤推進事業
全国の⾃然公園ロングトレイルの現状把握を踏まえ、必要な普及啓発⽅法の検討等を⾏

い、その活⽤を推進する。
④みちのく潮⾵トレイル周年⾏事開催事業（新規）

みちのく潮⾵トレイル全線開通より５年の節⽬をとらえ、関係者の連携強化とトレイル
の情報発信、利⽤の促進を図るためのイベントを開催する。

① 全国のロングトレイルの利⽤者数増加及び震災前の⽔準（約700万⼈/年）への三陸復興国⽴公園利⽤者数回復
② トレイルの協⼒者や関係する団体の増に資する。
③ モニタリングで得た⾃然環境の現状発信による⺠間参画を通じ、安定した「路線の維持、運営のシステム」の構築

ロングトレイル(⻑距離⾃然歩道)の管理への⺠間参画の推進により、安定した道の維持・運営システムを構築します。
【令和６年度予算額 49百万円（27百万円）】

①ロングトレイル体制強化推進事業
みちのく潮⾵トレイル等にお

いて、地域のトレイル管理への
参画を促進するため、以下の取
組を実施。
・トレイルオアシス制度の創設
・トレイルキーパー制度の創設
・応援団の創設
・企業との連携 等

②⾃然環境モニタリング
みちのく潮⾵トレイル沿線の

地元の関⼼が⾼い場所等におい
てモニタリングを⾏い、トレイ
ル管理への参画を促すよう発信
（写真は重点地区でのベルトト
ランセクト調査の様⼦）。

⺠間事業者・団体

令和３年度〜令和７年度（予定）

環境省 ⾃然環境局 国⽴公園課 電話︓03-5521-8278 ⽣物多様性センター 電話︓0555-72-6033

国⽴公園等利⽤等推進事業費
（２）ロングトレイル体制強化等推進事業費

3



国⽴公園のブランドプロミスとブランディング活動

◎感動的な
⾃然⾵景

◎サステナビリティ
への共感

◎⾃然と⼈々の物語
を知るアクティビティ

◎感動体験を⽀える
施設とサービス

ブランドプロミス（国⽴公園が来訪者・地域に約束すること）

③⾃然の⾵景や野⽣
⽣物、⽣態系を保護・
再⽣します。

※⼆次的⾃然の維持管
理も含む

④利⽤のルール、限定体
験、利⽤者負担等に取り
組み、公正な利⽤とその
対価が保護に再投資され
る仕組みをつくります。

⑥物語(ストーリー)に
沿った魅⼒的な⾃然
体験コンテンツと体験
コースをつくります。

※物語（ストーリー）とは、
⾃然・暮らし・⽂化など地
域の資源をつなぎ、その⾵
景地の成り⽴ちや価値を
伝えるもの

⑨統⼀したメッセージ、デザ
インを活⽤し、国⽴公園に
関する情報を広く発信し、
理解拡⼤に努めます

多様な⾃然⾵景と、⽣活・⽂化・歴史が凝縮された
物語を知ることで、忘れられない唯⼀無⼆の感動や体験ができる。

その⾃然には、物語がある。
提供価値

ブランドメッセージ

⑤脱炭素化や地産地消
などに取り組み、持続可
能な地域づくりに貢献しま
す。

⑧魅⼒的な利⽤施設の整
備・管理を進めます。

⑦集団施設地区・温泉街
等の利⽤拠点の魅⼒向上
を図ります。

①⾃然・⽣活・⽂化・歴史を把握し、物語（ストーリー）を明らかにし、保護と利⽤の⽅針を定め、⾏動計画を作成します。
②地域のコーディネーターとして、地域の多様な主体と⼀体となって公園管理や魅⼒の発信に取り組みます。

ブランディング活動（ブランドプロミスを実現し続けるため、環境省が地域・関係者と⼀緒に取り組むこと）
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⾃然資源

地域社会

①物語（ストーリー）

②
ル
ー
ル

③
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

④体験コンテンツ

⑤ツアー化

・地域への経済効果
・⾃然資源の保全へ
の理解と再投資

感動・学び

上質なツーリズムによる保護と利⽤の好循環
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 Why(なぜ）︓使命・⽬的
 What（なにを）︓扱うモノやコト

・重要な資源︓地域や施設が持っている、重要な資源のリスト
・テーマ︓メッセージ
・望まれる来訪者の経験︓ビジターにどのような経験や体験をしてほしいか

 Who（だれに）︓利⽤者の類型と分析
どのような利⽤者が来ているのか、あるいは来ていないのかを整理し、
ターゲットを想定する

 When Where（いつ、どこで）
 How（どうやって）︓具体的な媒体
インタープリテーションのメディア（媒体）をリストアップする

インタープリテーション全体計画
 「インタープリテーション」とは、国立公園や世界遺産、観光地などにおいて、

地域の魅力や価値を、来訪者と共有するためのコミュニケーション。

自然環境や風景、文化財などが持つ固有の価値やストーリーを来訪者と共
有し、来訪者と地域資源との間に特別なつがなりをつくるもの。

アメリカの国立公園では国立公園ごとにインタープリテーション全体計画を策
定

インタープリテーション全体計画の項⽬
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WEBページ︓国⽴公園に、⾏ってみよう︕
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WEBページ︓国⽴公園に、⾏ってみよう︕
国⽴公園ならではの体験をしよう︕（コンテンツ）
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WEBページ︓国⽴公園に、⾏ってみよう︕
国⽴公園ならではの体験をしよう︕（モデルコース）

ストーリーモデルコースの
テーマ
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WEBページ︓国⽴公園に、⾏ってみよう︕
国⽴公園で旅をしよう︕（モデルコース）

モデルコースの
ストーリー

２泊３⽇の
モデルコース
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2011（平成23）年３⽉11⽇に発⽣した東⽇本⼤震災
からの復興に資するため環境省が策定した三陸復興国
⽴公園の創設を核とした「グリーン復興プロジェク
ト」の取組の⼀つ。

環境省をはじめ、4県29市町村に及ぶ関係⾃治体、
⺠間団体、地域住⺠の協働により、⻘森県⼋⼾市蕪島
から福島県相⾺市松川浦までの沿岸地域で段階的に開
通が重ねられ、2019（令和元）年6⽉9⽇、全⻑1,000
キロを超えるナショナルトレイルとして全線開通。

東北太平洋沿岸ならではのダイナミックな海、川、
⾥、森と連続する美しい景観とともに、⾃然と共にあ
る⼈々の暮らし、積み重ねられた歴史・⽂化があり、
厳しくも豊かな⾃然の恵みと重なり合いながらいまに
繋がっている。歩く中で⽣まれる⼈と⼈との温かな交
流も⼤きな魅⼒。 11



• 1969年１⽉、厚⽣省国⽴公園部は、
東京から⼤阪までを国⺠が⾃らの⾜
で歩いて⾏くことができる「東海⾃
然歩道」の構想を発表
•背景には、⾼度経済成⻑期の国⼟の
急激な都市化、モータリゼーション
の進⾏等に起因する社会的課題
•環境庁発⾜後の1974年（昭和49
年）７⽉に完成
•その後、九州⾃然歩道（1980年完
成）、中国⾃然歩道（1982年完成）
と続き合計９本の⻑距離⾃然歩道が
完成し（北海道⾃然歩道は⼀部計画
中）、10本⽬の⻑距離⾃然歩道とし
て、2019年に東北太平洋岸⾃然歩道
（通称：みちのく潮⾵トレイル）が
完成

全国に10路線、総延⻑約28,000km

⽇本で最初のロングトレイル構想 −⻑距離⾃然歩道―

2024年
みちのく潮⾵ﾄﾚｲﾙ開通５周年！
東海⾃然歩道全線開通50周年！
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